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平成２３年３月３０日

福岡県保健医療介護部長 山下 芳郎
殿

福 岡 県 環 境 部 長 江口 勝

福岡県保健環境関係試験研究外部評価委員会

会長 楠田 哲也

平成２２年度福岡県保健環境関係試験研究外部評価報告書

１ はじめに

本評価委員会は、「福岡県保健環境研究所における試験研究の効率的･効果的な実施と活性化

及び透明性の確保」を図るため、平成１４年１２月に設置されたものである。

今回、平成２２年度評価委員会を平成２３年１月１３日に開催し、平成２３年度新規研究課

題及び平成２１年度終了研究課題について評価するとともに、研究分野全般に対する意見を提

出した。

今回の評価結果･意見を参考に、福岡県保健環境研究所が「保健･環境行政を科学的･技術的

側面から支える中核機関」として、変化する時代の要請に的確に応えることを期待する。

２ 評価委員会の評価結果

(1) 平成２３年度新規研究課題

６課題（保健関係２課題，環境関係４課題）について評価し、意見を提出した。

主な意見は次のとおりである。

（保健関係）

課題名 研究期間 主な意見

福岡県におけるカンピロバクタ H23-25 独創性・新規性に富まないが、肉の生

ー食中毒を防止するための研究 食習慣が高い地域性を考えると必要な研

究であり、いかに予防に結びつけるかに

ついての検討が重要である。

研究結果が有効に社会に還元されるよ

う、生産段階まで遡って対策が講じられ

るような研究開発を期待したい。

有害化学物質による食品汚染実 H23-25 食の安全確保のため必要であるので、

態の把握に関する研究 他の研究機関などと分担して行われるこ

とが望ましい。

食品汚染実態の把握から、更に、汚染

の予防・防止対策指針の提言までにつな

がることを期待したい。
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（環境関係）

課題名 研究期間 主な意見

水環境中における化学物質のリ H23-24 新規導入のＬＣ/ＭＳにより、分析方

スク評価に関する研究 法が確立していない物質の測定法の開発

～ N,N-ジメチルドデシルアミ であり、研究所の持つ技術優位に基づく

ン、N,N-ジメチルオクタデシルア もので、意義あるものと考える。

ミン等～ 標題に「リスク評価」とあるので、実

態調査と合わせてリスク評価まで、研究

期間中に達成できるように努めていただ

きたい。

高活性炭素繊維（ACF）を用い H23-25 これまでの研究実績をベースにして、

た多機能型空気浄化技術の開発 用途の目標を絞って、これらの技術を実

用化レベルまで持って行くように早急に

技術開発をしていただきたい。

また、この研究に関しては、技術基盤

を持つ企業や大学との連携を進めるべき

である。

湿地の生物多様性評価に関する H23-25 この研究調査は、特性、優越した機能

研究－福岡県内湿地の特性把握と を生かした研究と考えるが、対象指標が

重要地域の抽出－ 広範すぎる印象で、絞込を検討されたい。

また、病原性生物等の調査分析も組み

入れ、より特性を持つことを望む。

生物多様性の研究は、将来に向けて、

生態系の維持保全に必要と思われる。

希少水生生物の生息地再生に関 H23-25 生物多様性の保全は緊急課題である。

する研究 福岡県内にも希少な生物が多く、生息地

再生手法の確立を目指すことは意義ある

テーマと考える。再生技術を含め、新規

５のテーマと連携してはどうか。

当研究所が主体性を持って、指導的な

立場で取り組んでいただきたい。

ただ、他の生物等への影響も考え、水

系単位での位置付けの上、保全方策を考

えて研究していただきたい。
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(2) 平成２１年度終了研究課題

１１課題（保健関係４課題、環境関係７課題）について評価し、意見を提出した。

主な意見は次のとおりである。

（保健関係）

課題名 研究期間 主な意見

福岡県における腸管出血性大腸 H19-21 汚染食品を特定するための迅速かつ簡

菌食中毒・感染症を防止するため 便な解析法の確立は十分に評価に値する。

の研究 システムについてはさらに使いやすい

ものとなるよう不断の改良が必要である。

今後、県内行政をはじめ県域を越えた

活用を期待したい。更に市町村等を通じ

て一般への広報普及も図る必要がある。

福岡県における健康危機管理に H20-21 細菌、ウイルス、化学の各部門で取り

対応するための試験検査機能強化 組んだプロジェクトであり、地方自治体

に関する研究 の研究機関としての基本能力を示した研

究課題として評価できる。

引き続き、健康危機発生時における原

因究明能力の向上や、開発手法の実用化

に尽力してほしい。

油症の健康影響に関する疫学的 H19-21 県の研究所として継続すべき重要な研

研究 究課題であり、意義は大きい。

県の独自性を示せる分野であり、長期

にわたって調査データが蓄積されること

が望まれる。

ダイオキシン類による油症等の H19-21 保健環境研究所を特徴づける研究であ

ヒト健康への影響解明及び症状の るとともに、今後も継続すべき重要な研

軽減化に関する研究 究課題であり、意義・成果ともに評価で

きる。

調査データについては、長期にわたり

計画的に保管してほしい。また、油症の

症状軽減に有効な治療法を開発するため

に活用されることを期待する。
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（環境関係）

課題名 研究期間 主な意見

化学物質分析法開発調査 H18-21 技術開発として、当研究所のＬＣ/ＭＳ

の特性が活かされ、環境省の実態調査に

用いられた成果は、大いに評価すべきで

ある。

更に、今後も監視時点における継続的

な実態調査を続ける必要がある。

今後は、対象物質を拡大し、本研究並

みの成果を期待する。

福岡県における広域汚染に関す H20-21 広域的な大気汚染の実体解明に関する

る研究－煙霧及びオキシダントを 学術的な裏付けができたことは高く評価

中心として－ でき、環境行政に対する貢献は大きいと

考える。

国や外部機関との連携、できれば、韓

国や中国との連携も欲しいところである。

今後もオキシダント発生の動向に留意

していただき、継続すべきと考える。

また、黄砂や越境性の有害物質の生成

機構や影響評価への研究発展が望まれる。

水生生物保全指標物質（全亜鉛） H19-21 行政目的は達成できた研究ではあるが、

の流出特性の解明に関する研究 経過観察が必要と考える。

また、今回作成された淡水域モデルを

他の河川流域に適用できるように、感潮

域モデルの完成など、有意義な情報提供

ができるまで、更なる研究が必要と考え

る。

陸域からの溶存態ケイ酸の流出 H19-21 有明海の環境異変が問題になっている

機構と海域生態系に与える影響の が、原因の推定・究明に学術的な裏付け

解明 を与えたことは評価できる。

環境行政・水産行政上の貢献の可能性

も期待され、県の研究機関が行う意義は

大きいと考えられる。

今後は、経過観察も含めて、発展的な

研究が望まれる。

最終処分場における汚染物質の H19-21 硫化水素ガスの分析まで至っていない

動態と適正処分に関する研究 が、ガスの発生についての知見は、新た

な成果と評価し、研究目標を十分に達成

できた研究である。

今後は、プラスチックの影響要因の解

明と実態調査について研究していただき

たい。

―130―



課題名 研究期間 主な意見

循環資源有効利用技術の開発及 H20-21 焼却残渣の再利用方法で特許を取得し、

びリサイクル資源の環境安全性に 紙おむつのリサイクル技術と共に実証・

関する研究－焼却灰からの塩素除 実用化試験まで行われ、有用・有益な成

去技術及び紙おむつの再資源化に 果が得られた研究と思われる。

関する研究－ 今後は、紙おむつのリサイクル技術と

合わせて、脱塩素化技術の事業化を期待

したい。

福岡県における希少植物・群落 H18-21 地道な調査であり、限られた人員と予

の分布特性とその保全に関する研 算で、当初計画に沿って調査研究が行わ

究 れている。

今後とも、生物多様性スポットの抽出

などに有用な資料として貢献することが

期待される。

生物保全のために、定期的に調査をし

ていただき、継続すべきものと考える。

(3) その他（各研究分野全般について）

保健環境研究所において実施されている８研究分野に関し意見を提出した。

その概要は次のとおりである。

分 野 主な意見

感染症の発生拡大防止及び食 社会の要請に応えるテーマに取り組み、行政ニー

品の安全性確保に関する研究 ズにも十分対応している。大学や国の研究所との役

割分担を明確にしつつ、更に、県境を越えた広域連

携により、的確な研究成果の活用・普及を図っても

らいたい。

保 ダイオキシン類、有害化学物 福岡県の特徴・特性を生かした研究が実施されて

質による健康被害の防止とその いる。油症関連データの収集は継続すべきである。

健 対策に関する研究 今後は、リスクの大きさと対策費用の勘案や、予

防と対策に関する研究成果をアピールすることなど

関 にも踏み込んでほしい。

地域保健情報の解析、評価及 継続すべき課題であるが、他機関との機能分担も

係 び活用に関する研究 必要ではないか。

油症関連のデータは福岡県特有の貴重なものであ

り、他からの要請に適時に応えられるように整備さ

れていることが望ましい。また、随時必要な場面で

の情報発信も必要である。

データの加工と読み取りが結果を左右するので、

技術力も併せて高めてもらいたい。
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分 野 主な意見

ダイオキシン類、有害化学物 福岡県の実情に合った研究がされており、社会の

質による環境汚染の防止とその 要請に応えるテーマに取り組み、限られた予算で努

対策に関する研究 力し、行政ニーズにも十分に対応している。

リスクの大きさと対策費用を勘案することが社会

として求められるので、そこまで踏み込んでいただ

きたい。

大気環境の保全に関する研究 福岡県の地域特性・優位性を踏まえた研究であり、

限られた予算で努力し、行政ニーズにも十分に対応

している。

黄砂及びその付着搬送物に関するものや越境大気

環 汚染に関しては、海外を含む広域的な共同研究・情

報交換体制が求められる。

水環境の保全に関する研究 福岡県にとって水問題は重要で、社会の要請に応

境 え、限られた予算で努力し、行政ニーズにも十分に

対応している。

今後は量だけでなく質の問題も含めて、行政研究

関 として持続すべき課題であり、水生生物の減少防止

にも切り込んでいただきたい。

廃棄物の適正処理と有効利用 限られた予算で努力し、社会の要請に応え、行政

係 に関する研究 ニーズにも十分に対応している。

県民の関心の高い分野であり、再利用は、今後の

環境問題の重要な課題となり、３ R の視点からの取

り組みも必要である。

含有量、総量コスト等から見た有効活用可能域を

定める研究も検討していただきたい。

自然環境と生物多様性の保全 自然の生態保全は、人類の存在に特に必要で、自

に関する研究 治体が継続的に取り組むべきで、限られた予算で努

力し、これまで的確に対応されている。

福岡県として生物の多様性の定義を明確にし、地

域に密着した生物保全に取り組んでもらいたい。
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まつおか よしひこ

専務理事
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平成２３年５月１３日 

 

平成２２年度外部評価結果を受けて 

 

福岡県保健環境研究所 所長 平田 輝昭 

 

１ はじめに 

平成２３年１月１３日に開催された「福岡県保健環境関係試験研究外部評価委員会（会長：

楠田 哲也 北九州市立大学教授）」において調査研究課題の評価が行われ、その結果が「平成

２２年度福岡県保健環境関係試験研究外部評価報告書」として提出されました。 

この報告書では、各研究課題に対する評価結果とともに、その他（各研究分野全般）につ

いて、数多くの貴重な御指摘・御助言をいただいております。 

保健環境研究所としましては、今後これらの御指摘・御助言を業務遂行に十分に反映させ、

「保健・環境行政を科学的・技術的側面から支える中核機関」として、その役割を果たせる

よう努力していきます。 

 

２ 保健環境研究所における対応 

平成２３年度新規課題（６課題）及び平成２１年度終了課題（１１課題）について評価し

ていただきました。これらの評価結果については、各研究代表者（グループ）に還元し、今

後の研究活動の改善、研究計画の調整･見直しなどに活用してまいります。 

また、委員会からいただいた研究分野全般に関する貴重な御意見につきましても、調査研

究業務を活性化させるために参考にさせていただきます。 

なお、委員会からいただいた主な御意見につきましては、別表１及び２のとおり取り組ん

でまいります。 

今後とも、委員会の指摘・助言を踏まえ、調査研究などの研究所業務の積極的な展開を図

ります。 
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別表１  平成 23 年度新規研究課題に対する委員会の意見（抜粋）とその対応 

 

 平成 23 年度新規課題名 
（研究期間） 

主な意見 保健環境研究所における対応 

福岡県におけるカンピ

ロバクター食中毒を防

止 す る た め の 研 究

（H23-25） 

 独創性・新規性に富まないが、

肉の生食習慣が高い地域性を考え

ると必要な研究であり、いかに予

防に結びつけるかについての検討

が重要である。 

 研究結果が有効に社会に還元さ

れるよう、生産段階まで遡って対

策が講じられるような研究開発を

期待したい。 

 生産農場、農業総合試験場および食

肉衛生検査所等との連携により、精肉

のカンピロバクター汚染を予防する

協力体制を構築する予定です。 

 研究結果については、消費者や生産

者に行政ルートやホームページなど

を利用して伝達していきたいと考え

ています。 

保

健

関

係 

有害化学物質による食

品汚染実態の把握に関

する研究（H23-25） 

 食の安全確保のため必要である

ので、他の研究機関などと分担し

て行われることが望ましい。 

 食品汚染実態の把握から、更に、

汚染の予防・防止対策指針の提言

までにつながることを期待した

い。 

 食品の流通が広範囲で複雑になっ

ていることからも、国立医薬品食品衛

生研究所、他県の地方衛生研究所と連

携して調査を進めていく予定です。 

 長期的、短期的な数値の変化や地域

別差、食品別の値等を比較することに

より、今後の対策につながると考えて

います。 

 

環

境

関

係 

水環境中における化学

物質のリスク評価に関

する研究 

  ～N,N-ジメチルドデ

シルアミン、N,N-ジメチ

ルオクタデシルアミン

等～（H23-24） 

  新規導入のＬＣ/ＭＳにより、分

析方法が確立していない物質の測

定法の開発であり、研究所の持つ

技術優位に基づくもので、意義あ

るものと考える。 

 標題に「リスク評価」とあるの

で、実態調査と合わせてリスク評

価まで、研究期間中に達成できる

ように努めていただきたい。 

 N,N-ジメチルドデシルアミンは化

管法第一種指定化学物質であり、N,N-

ジメチルオクタデシルアミンは化審

法第三種監視化学物質であるが、これ

らの利用可能な分析法は無いのが現

状です。 

 迅速かつ高感度な分析法の開発を

目的とし、2 物質同時定量法を検討致

します。また、実態調査で得られた濃

度情報とその毒性値により、リスク評

価に努めて参ります。 
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 平成 23 年度新規課題名 
（研究期間） 

主な意見 保健環境研究所における対応 

高活性炭素繊維（ACF）
を用いた多機能型空気

浄 化 技 術 の 開 発

（H23-25） 

これまでの研究実績をベースに

して、用途の目標を絞って、これ

らの技術を実用化レベルまで持っ

て行くように早急に技術開発をし

ていただきたい。 
 また、この研究に関しては、技

術基盤を持つ企業や大学との連携

を進めるべきである。 

 車内環境の浄化システム構築に主

眼を当て、実用化の第一歩として、特

許の申請準備を始めております。 
 なお、大気浄化の研究を行っている

九州大学（伊都キャンパス）及びコー

ディネート機関である福岡 IST と連

携を検討しています。 
また、将来的には、上記先行研究の

出資機関である文科省及び技術基盤

を持つ企業との連携もあわせて検討

したいと考えています。 
湿地の生物多様性評価

に関する研究－福岡県

内湿地の特性把握と重

要 地 域 の 抽 出 －

（H23-25） 

この研究調査は、特性、優越し

た機能を生かした研究と考える

が、対象指標が広範すぎる印象で、

絞込を検討されたい。 
 また、病原性生物等の調査分析

も組み入れ、より特性を持つこと

を望む。 
 生物多様性の研究は、将来に向

けて、生態系の維持保全に必要と

思われる。 
 

 研究実施初年度に、県内湿地を区分

し、体系化する予定となっておりま

す。その中で、重点的に調査を実施す

る湿地の絞込を検討いたします。 
また、地球温暖化影響として感染症

の増加が懸念されておりますので、将

来的には、生物多様性の現状把握の一

環として、媒介動物及び病原体の分布

域拡大等に関する調査も検討したい

と考えております。 

環

境

関

係 

希少水生生物の生息地

再 生 に 関 す る 研 究

（H23-25） 

生物多様性の保全は緊急課題で

ある。福岡県内にも希少な生物が

多く、生息地再生手法の確立を目

指すことは意義あるテーマと考え

る。再生技術を含め、新規５のテ

ーマと連携してはどうか。 
 当研究所が主体性を持って、指

導的な立場で取り組んでいただき

たい。 
 ただ、他の生物等への影響も考

え、水系単位での位置付けの上、

保全方策を考えて研究していただ

きたい。 

新規5のテーマを行う過程で緊急

に保全対策が必要と判断された湿

地については、生息地再生の取組候

補地として適宜追加を検討してい

きます。また、実際の再生事業は市

町村や地域住民等との協働事業に

なりますので、その際の主導的な役

回りを担っていくとともに、活動経

過や結果について積極的に外部発

信をしていきたいと考えています。

本課題では特定の希少種を中心

としながらも、「他の様々な生物の

生息場としても機能するような生

息地再生」という視点で、研究を行

っていきたいと考えています。 
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別表２  平成 21 年度終了研究課題に対する委員会の意見（抜粋）とその対応 

 

 平成 21 年度終了課題名 
（研究期間） 

主な意見 保健環境研究所における対応 

福岡県における腸管

出血性大腸菌食中毒・感

染症を防止するための

研究（H19-21） 

汚染食品を特定するための迅速

かつ簡便な解析法の確立は十分に

評価に値する。 システムについ

てはさらに使いやすいものとなる

よう不断の改良が必要である。 
 今後、県内行政をはじめ県域を

越えた活用を期待したい。更に市

町村等を通じて一般への広報普及

も図る必要がある。 

 システムについては、関係者とも協

議し、継続的に改良に努めたいと考え

ています。 
 また、広域的な情報の発信並びに啓

発活動に努めます。 

福岡県における健康

危機管理に対応するた

めの試験検査機能強化

に関する研究（H20-21） 

細菌、ウイルス、化学の各部門

で取り組んだプロジェクトであ

り、地方自治体の研究機関として

の基本能力を示した研究課題とし

て評価できる。 
 引き続き、健康危機発生時にお

ける原因究明能力の向上や、開発

手法の実用化に尽力してほしい。

健康危機発生時の試験検査機能は、当

所にとって最も重要な機能であると

考えています。今回の研究で実用化す

ることができた、食中毒細菌、呼吸器

ウイルス、重金属の検査については、

さらに検討を重ね、迅速性、感度を向

上させ、また検査対象を拡大していき

たいと考えております。  

油症の健康影響に関

す る 疫 学 的 研 究

（H19-21） 

県の研究所として継続すべき重

要な研究課題であり、意義は大き

い。 
 県の独自性を示せる分野であ

り、長期にわたって調査データが

蓄積されることが望まれる。  

 H22 年度からは研究課題「油症等の

ダイオキシン類による人体および

次世代影響の解明に関する研究」の

中で検診データを継続的に蓄積し、

疫学情報を提供して参ります。 

保

健

関

係 

ダイオキシン類によ

る油症等のヒト健康へ

の影響解明及び症状の

軽減化に関する研究 

（H19-21） 

保健環境研究所を特徴づける研

究であるとともに、今後も継続す

べき重要な研究課題であり、意

義・成果ともに評価できる。 
 調査データについては、長期に

わたり計画的に保管してほしい。

また、油症の症状軽減に有効な治

療法を開発するために活用される

ことを期待する。 

 油症事件の科学的な解明のために

今後も努力していきたいと考えてい

ます。九州大学病院油症ダイオキシン

研究診療センターと協力し調査デー

タの計画的な蓄積･保管を進めるとと

もに、治療研究の推進に努めて参りま

す。 
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 平成 21 年度終了課題名 
（研究期間） 

主な意見 保健環境研究所における対応 

化学物質分析法開発

調査（H18-21） 

  技術開発として、当研究所のＬ

Ｃ/ＭＳの特性が活かされ、環境省

の実態調査に用いられた成果は、

大いに評価すべきである。 

 更に、今後も監視時点における

継続的な実態調査を続ける必要が

ある。 

  今後は、対象物質を拡大し、本

研究並みの成果を期待する。 

 今後の研究においても、暴露情報等

が不足し、リスク評価がなされていな

い化学物質について、LC/MS の特徴

を活かした分析法を開発し、環境省化

学物質環境実態調査への貢献に努め

ていきます。また、福岡県の環境中に

おける化学物質の現況把握を進めて

いきます。 

福岡県における広域

汚染に関する研究－煙

霧及びオキシダントを

中心として－（H20-21） 

広域的な大気汚染の実体解明に

関する学術的な裏付けができたこ

とは高く評価でき、環境行政に対

する貢献は大きいと考える。 

 国や外部機関との連携、できれ

ば、韓国や中国との連携も欲しい

ところである。 

 今後もオキシダント発生の動向

に留意していただき、継続すべき

と考える。 

 また、黄砂や越境性の有害物質

の生成機構や影響評価への研究発

展が望まれる。 

 平成 22 年度からの研究では越境大

気汚染の影響評価をテーマとして実

施しています。 

他機関との連携については、現在、

国立環境研究所及び地方環境研究所

との共同研究に参画しており、連携し

た研究体制を構築しています。 

オキシダントについては本研究で

一定の成果が得られましたが、今後も

濃度の状況を監視し、継続して発生要

因を解析いたします。 

環

境

関

係 

水生生物保全指標物

質（全亜鉛）の流出特性

の解明に関する研究

（H19-21） 

  行政目的は達成できた研究では

あるが、経過観察が必要と考える。

 また、今回作成された淡水域モ

デルを他の河川流域に適用できる

ように、感潮域モデルの完成など、

有意義な情報提供ができるまで、

更なる研究が必要と考える。 

 経過観察の必要性は指摘のとおり

だと思います。感潮域への適用につい

ても新たな指標の導入が必要であり、

別の視点から今後も検討を続けたい

と考えています。 
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 平成 21 年度終了課題名 
（研究期間） 

主な意見 保健環境研究所における対応 

陸域からの溶存態ケイ

酸の流出機構と海域生

態系に与える影響の解

明（H19-21） 

 有明海の環境異変が問題にな

っているが、原因の推定・究明に

学術的な裏付けを与えたことは評

価できる。 
 環境行政・水産行政上の貢献の

可能性も期待され、県の研究機関

が行う意義は大きいと考えられ

る。 
 今後は、経過観察も含めて、発

展的な研究が望まれる。 

今後の研究においても、県水産部局

の機関、水産海洋技術センター有明海

研究所等との連携をとりながら研究

を進めていきます。 
また今後の研究を現象解明に留め

ず、最終的に施策に応用可能な成果を

出すべく取り組んでいきたいと考え

ています。 

最終処分場における汚

染物質の動態と適正処

分 に 関 す る 研 究

（H19-21） 

硫化水素ガスの分析まで至って

いないが、ガスの発生についての

知見は、新たな成果と評価し、研

究目標を十分に達成できた研究で

ある。 
 今後は、プラスチックの影響要

因の解明と実態調査について研究

していただきたい。 

プラスチックを主体とする埋立物

の影響については、新規課題において

安定型最終処分場等を対象としてさ

らなる研究を行う予定です。 
特に有機物について動態や微生物

による利用特性等を検討し、浸透水や

硫化水素発生への影響について検討

を進めたいと考えております。 
循環資源有効利用技術

の開発及びリサイクル

資源の環境安全性に関

する研究－焼却灰から

の塩素除去技術及び紙

おむつの再資源化に関

する研究－（H20-21） 

焼却残渣の再利用方法で特許を

取得し、紙おむつのリサイクル技

術と共に実証・実用化試験まで行

われ、有用・有益な成果が得られ

た研究と思われる。 
 今後は、紙おむつのリサイクル

技術と合わせて、脱塩素化技術の

事業化を期待したい。 

 当所で開発した再生パルプ中の

パルプ及び高吸水性ポリマー含有

量の精密・簡易試験法は、使用済み

紙おむつの再資源化工程の改良に

役立っています。また、焼却残渣の

脱塩技術については、九州大学で事

業化に向けて引き続き検討されて

います。 

環

境

関

係 

福岡県における希少植

物・群落の分布特性とそ

の保全に関する研究

（H18-21） 

地道な調査であり、限られた人

員と予算で、当初計画に沿って調

査研究が行われている。 
 今後とも、生物多様性ホットス

ポットの抽出などに有用な資料と

して貢献することが期待される。

 生物保全のために、定期的に調

査をしていただき、継続すべきも

のと考える。 

 生物多様性福岡県戦略（仮称）策定

事業において、ホットスポット抽出を

含む生物多様性の現状評価が行われ

ますので、その際に、得られた成果を

活用していきます。 
 また、希少植物・群落を掲載したレ

ッドデータブックは、定期的に見直し

が行われますので、引き続き、情報整

理、解析等を進めていきます。 
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